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参加者全員での記念撮影 

令和2年度最終の市老連 ｢常任理事会｣ 開催 
～新会長に山田耕嗣氏～ 

 

正に春爛漫､市役所本庁舎周りの桜は3分咲ながら、場所によっては満開

に近いものも｡最高気温も20度近くになった令和3年3

月26日｡令和2年度最終の常任理事会が､市役所分庁

舎2階の活動室で開催されました｡ 
 

定刻の午後1時半､常任理事16名全員と事務局3名の19名が集結｡ 

年度末とあって､資料も通常の報告等に加え､令和２年度決算､令和3年度予

算、4月の総会､運動効果に係る慶應義塾大学との共同調査結果､単位クラブや

友愛活動補助金の説明等盛り沢山の内容です｡ 

会議冒頭には､会長職を7年間務

められた田場川氏の辞任に伴う役

員選任で､新会長に山田耕嗣氏､新

副会長に大野貞彦氏を選出｡また､

市老連事務局の須藤局長が3月末

を以て退任され､4月からは現藤沢市社会福祉

協議会常務理事の小林誠二氏が後任となられる人事異動が発表さ

れました｡ 

コロナに明け暮れたこの1年､老人会活動全体が大きく停滞した年

でもありました｡ 

しかし､この会議に初めて参加した記者の目には､常任理事会は､

熱気にあふれ､真剣な論議が交わされる｢勝負の場｣と映りました｡ 

クラブ数や会員数が減少傾向にある中､入会の問い合わせが増えている､とい

う嬉しい報告もありました｡来たる令和3年度は新体制で､これまでのレガシーをし

っかりと引き継ぎながら､さらなる充実を求め

て､役員一丸となって取り組む姿勢が明確と

なった会議でありました｡ 

最後に､田場川前会長の1日も早いご回復をお祈りいたしますと

共に､5年間に亘って事務局長を務

められた須藤氏に､心から感謝を申

し上げます｡ 

会議の途中､西空に垂れこめた暗

雲も終了時には消え去り､市老連の

新たな門出を祝福しているかのよう

でした｡皆様､また4月には､元

気なお顔でお会いしましょう！ 

須藤事務局長と小林次期事務局長 

左から､熊沢､東田両副会長､山田会長､大野副会長 


